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断層変位 PRA 手法を、実機を想定した仮想プラントに適用し、点推定による炉心損傷頻度（CDF）評価及び

不確実さ解析を実施し、事故シーケンス定量化手法を構築した。 

キーワード：断層変位 PRA (Fault Displacement PRA), 外的事象リスク (External event risk) 

1. 概要 2017 年度までに整備した評価手法[1][2]を用い、各種建屋（原子炉周辺建屋/制御建屋/廃棄物

処理建屋/タービン建屋）、海水給水系及び重大事故対処施設等から構成される仮想的な PWR プラントに対

し、縦ずれ副断層を想定した断層変位事象のシナリオの評価を実施した。炉心損傷頻度（CDF）の点推定及

び不確実さ評価を行うとともに、CDF に寄与する断層変位の範囲等を同定し、定量化手法を構築した。 

2. 評価モデル  先行研究[2]により、断層変位によって生じうる起因事象の選定、事故シナリオの同定、

ベースとなるイベントツリー及びフォルトツリーの作成を行っている。本研究ではその評価モデルを用い

て定量化を実施した。 

3. 定量化の評価条件  ハザード頻度および機器損傷確率の計算向けに HazardLite コード、事故シーケン

ス頻度の計算には RiskSpectrum PSA コードを使用した。解析ケースは、図１に示す各副断層及び F1～F3

同時発災の４ケースとした。それぞれのケースについて、全 CDF、起因事象ごとの CDF、支配的な事故シー

ケンスの CDF を算出した。不確実さ解析については、点推定と同じ４ケースについて、全 CDF の不確実さ

を評価した。不確実さ要因としては、断層変位ハザード、フラジリティ、機器のランダム故障確率、人的

過誤を考慮した。また、感度解析として地震動との重畳を考慮した解析を実施した。 

4. 仮想プラントへの定量化手法の適用例 仮想プラントを対象とした試評価を実施した。地震動の重畳を

考慮しない場合には、断層位置としては、原子炉周辺建屋を縦断する F2 断層が最も CDF の値が高く、ケー

ブルトレイや CCW 配管が損傷し海水系/CCW 喪失に至る事故シーケンスが支配的となった。また、図２に示

すように地震動との重畳による影響が顕著となるハザード領域を感度解析で特定した。以上のように、断

層変位 PRA について、事故シーケンスの定量化手法を構築した。 
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図１ 仮想プラント構成及び断層位置       図２ 地震動と断層変位の重畳の評価例 
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